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長 532 nm、繰り返し周波数 10 Hz)を用いた。ま
たイオン化レーザーには Nd:YAG レーザーの第四



























る際、数 100 ns 程度の時間が必要であることがわ
かった。また、イオン化レーザーをノズル先端部
から 0.5 mm 離した場合、得られるガスパルス継







速さを求めたところ、約 530 m/s であった。この
値は超音速分子ジェットとして噴出する分子の速
さとほぼ同等であった。以上の結果から、脱離し





















“An ultrashort-duration, high-repetition-rate 
pulse source for laser ionization/mass 
spectrometry” 
T. Uchimura, N. Nakamura, T. Imasaka 
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